
令和6年第19週（5月6日～5月12日）

（第１９週）

0歳

1～3歳 1.67 0.33

4～6歳 0.33

7～9歳 0.33

10～14歳

15～19歳

20歳以上 0.40

70歳以上

（再掲）

先週 0.40 1.20 0.33 1.00 3.00

*指定された医療機関（定点）から報告された患者数を、1定点当たりに換算して計上しています。（定点医療機関数；インフルエンザ5定点　小児科3定点）
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                            疾患ごとの警報・注意報の基準値      ※単位は定点あたり報告数
流行発生警報 流行発生注意報

0.67今週 0.33 1.670.40

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

肺

炎

 

麻

し

ん
（

全

数

報

告

）

 

風

し

ん
（

全

数

報

告

）

インフルエンザ 30 10 10

咽頭結膜熱 3 1 -

開始基準値

※警報レベルは大きな流行が発生または継続していると疑われることを指します。注意報レベルは、流行の発生前であれば今後４週間以内に大きな流行が発生

する可能性が高いことを、流行の発生後であれば流行が継続していると疑われることを指します。

手足口病 5 2 -

伝染性紅斑 2 1 -

ヘルパンギーナ 6 2 -

流行性耳下腺炎 6 2 3

急性出血性結膜炎 1 0.1 -

流行性角結膜炎 8 4

豊肥保健所（竹田市・豊後大野市）感染症情報

警報レベル

30以上 20以上30未満
注意報レベル

  ★ R5.8月1日より大分県は新型コロナウイルスの流行状況を、季節性インフルエンザの警報・注意報を準用してお伝えします。
注意報レベル

新型コロナウイルス 10以上20未満

-

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8 4 -

感染性胃腸炎 20 12 -

水痘 2 1 1

終息基準値 基準値

手足口病の流行について
今週の豊肥管内の手足口病の1定点あたりの患者数は、1.67とやや減少しておりますが、先週、大分県内の1定点あたりの患者数が、警報発

令 の基準となる「5.0」を超えました。(18週5.47、19週 6.72) 県内で手足口病が流行していると考えられます。
手足口病は、口腔粘膜および手や足などに水疱性の発疹が出る急性ウイルス性感染症です。子どもを中心に、主に夏に流行します。感染から 3

～5 日の潜伏期間の後に、口腔粘膜、手のひら、足底や足背などに 2～3mm の水疱性発疹が出現します。発熱は軽度であり、高熱が続くこと
は通常はありません。 基本的には数日間のうちに治癒しますが、まれに髄膜炎、小脳失調症、 脳炎などの中枢神経系の合併症などのほか、心筋
炎、神経原性肺水腫、急性弛緩性麻痺などの様々な臨床症状を呈することがあります。飛沫感染や接触感染のほかに、原因となるウイルスが、人
の手などを介して、口に入ったときに感染する経口感染により感染します。アルコール消毒は効きにくいため、最も大切なのは手を洗うことです。特に排
便後、 また調理や食事の前には石けんと流水で十分に手を洗いましょう。 また、感染の疑いがある場合は、タオルの共用は避けましょう。

大分県全体でのRSウイルス感染症が、6週連続で増加しています
豊肥管内の定点から、ＲＳウイルス感染症の患者は報告されていませんが、大分県全体でのRSウイルス感染症が、6週連続で増加しています。

(次ページグラフ参照)
RSウイルスは、乳児急性気道感染症の主な原因ウイルスです。近年は夏から増加傾向となり秋にピークがみられていましたが、2021年以降は春

から初夏に継続した増加がみられ、夏にピークがみられています。通常、接触・飛沫を介して気道に感染し、２～５日の潜伏期の後、発熱・鼻水・
咳などで発症し１～２週間で軽快しますが、初めて感染発症した場合は重くなりやすいといわれており、乳児期早期に感染した場合は注意が必要
です。成人では通常は感冒様症状のみですが、RSウイルスに感染した小児を看護する保護者や医療スタッフでは、一度に大量のウイルスに曝露し
て感染することによって症状が重くなる場合があります。現在、RSウイルス感染症には特効薬はありません。こまめに手洗いをし、感染予防に努めま
しょう。



お問い合わせ：大分県豊肥保健所　　電話（０９７４）２２－０１６２

ＲＳウイルス感染症１定点当り報告数の推移

グラフ貼り付け

豊肥管内 過去３年間の発生動向
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定点当たり報告数 新型コロナウイルス感染症
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定点当たり報告数 手足口病
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定点当たり報告数 ヘルパンギーナ
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定点当たり報告数 水痘
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豊肥 大分県 全国


